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発音指導の一方法
川 口 義 一
1,問 題 点 と指 導 法
本 稿 は,筆 者 が1986年 度前 期 に 試 験 的 に 行 った 「発 音 矯 正 課 外 指 導 ク
ラ ス」 の実 践 報 告 とそ の 内容 の分 析 で あ る。 これ は・ 筆 者 が研 究 室 に在 室
して い る毎 週 月曜 日午 後 の一 定 の時 間 を利 用 し,中 級 か ら上 級 に移 行 す る
時期 の学 生 を対 象 に,「 発 音 ク リニ ック」 的 な サ ー ビス と して 行 った もの
で,正 規 の カ リキ ュ ラム に は含 ま れ て い な い 。始 め はp筆 者 の担 当 す る上
級 レペ ル の 「G3」 ク ラ ス の学 生 の うち,発 音 上 で 問題 の あ る者 を指 名 して
行 って い た が,そ の うち同 じ レベ ル の 「G2」 ク ラ スか らも担 当 講 師 の紹
介 で 学 生 が 来 る よ うにな った の で,こ れ も受 け入 れ た も ので あ る。 この 課
外 指 導 は,学 生 に対 す るサ ー ビ スで あ る と同 時 に,学 生 の発 音 矯 正 を通 し
て,初 級 か ら上 級 にい た る ど の段 階 に も一 貫 して 応 用 可 能 な 発 音 指 導 法 を
摸 索 す る試 み の一 つ で もあ る の で あ る。
一 般 に
,H本 語 教 育 で は,初 級 で 単 音 を 中心 とす る基 本 的 な発 音 教 育 が
行 わ れ た あ とは 中級 で も 組 織 的 な 発 音 教 育 が な され ない とい う 傾 向 が あ
る。 当研 究 所 の 日本 語 専 修 学 生 に つ い て も事 情 は同 様 で あ 窮 語 彙 ・文 法
の 面 で 十 分 な習 得 が行 才)れて い る と判 断 で き る学 生 に お い て も,な お 相 当
程 度不 自然 さ の残 る発 音 で発 話 して い る者 が 多 く見 うけ られ る.筆 者 は・
か つ て 専修 課程 で最高 レベ ル に あ る 「研 修 」 講 座 の学 生 につ い て・ そ の発
音 と聴 解 の 指 導 上 の問 題 点 に つ い て 調 査 した1)が,そ こ で は1982年 度 と
1〉 く参 考 文 献 〉 の川 口(1984)参 照 。
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1983年 度 の 「研 修 発 音 法」 の受 講 生 に共 通 す る発 音 習 得 上 の問 題 点 と し
て,正 しい 拍 の リズ ム ・正 しい ア ク セ ン ト ・自然 な イ ン トネ ー シ ョン が実
現 され て い ない 乙 とを指 摘 した。 また,こ れ らの音調 上 の要 素 が正 し く実
現 され て い る場 合 は,単 音 レベ ル で の発 音 の誤 りは ほ とん ど気 に な らな く
な る こ と も指 摘 した。 そ の後,1985年 度 の同 じ 「研 修 」 講 座 の受 講 生 につ
い て も同様 の観 点 か ら資 料2)を 分 析 して み る と,音 調 感 覚 の習 得 が 「自然
な 発音 」 の生 成 に関 与 して い る こ とが確 認 され た。
こ の間,筆 者 に とって は音 調 感 覚 の習 得 の た めの指 導 方 法 を開 発 す る こ
と が課 題 とな っ たが,こ の 目的 の た め に筆 者 が も っ と も興 味 を持 った の が
ベ ル ボ ・トナル 法(Verbo-TonalMethod)で あ る。 これ は,言 語 活 動 にお
け る聴 覚 の機 能 や聴 き取 りの法則 性 を研 究 分 野 とす る 「言 調 聴 覚 論」 とい
う理 論 を外 国 語 習 得 に応 用 した教 授 法3〕で あ る が,な か で も外 国 語 の 発 音
習 得 ・矯 正 指 導 の た め の 「身 体 リズム 運 動 」とい う概 念 藍♪が 当面 の問題 解 決
に役 立 ち そ うで あ る との印象 を得 た。 そ こ で,参 考 文 献 に 当 た る ほ か,適
当 な機 会 を と らえ て こ の指 導 法 を研 究 した5)結 果,少 な くと も 拍 感 覚 ・ア
ク セ ン ト感 覚 の習 得 に つ い て は 日本 語 教 育 に も応 用 で き る とい う確 信 を得
た 。
今 回 の発 音指 導 は,ベ ル ボ ・ トナ ル 法 の 目本 語 教 育 へ の応 用 実 験 に な る
もの で あ る。 た だ し,課 外指 導 で あ る こ との 制 約 上・ 参 加者 の人 数 が 限 ら
2)1982年 度 ・1983年 度 の 受講 生 の 場合 と同 様,指 定 した 課 題 を 読 ん で 録 音 す
る もの で あ る。 この 課 題 の 詳 細 に つ い て は ・〈参 考 文献>の 川 口(1984)p・38参 照 。
3〉 「言 調 聴 覚 論 」外 国 語 教 育 へ の 応 用 につ い て は・く参 考文 献 〉の ル ナ ー ル&ロ
ベ ル ジ ュ(1983)に 詳 しい解 説 が あ る。
4)く 参 考 文 献 〉の ロベ ル ジ ュ編(1979〉PP・104-124,pp・196-210参 照 。
5〉 参 考 文 献 ・資 料 の ほ か,r上 智 大 学 聴 覚 言 語 障 害 研 究 セ ンタ ー」 関 係 の次 の
よ うな活 動 に参 加 し て情 報 収 集 ・意 見 交 換 を行 っ た。
01984年11月9日 ～11月10日=ペ タ ル ・グベ リナ博 士 講 演 会
01985年11月 一1986年3月1言 調 聴 覚 論 研 究 会
01986年7月280～30目=言 調 聴 覚 論 一 身 体 リズ ム運 動 講 習 会
な お,[ペ タ ル ・グベ リナ 博 士 講 演 会Jに つ い て は,く 参 考 文 献>の 川 口(1985)pp.
121-122参 照D
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れ て お り,G3・G2の 両 ク ラ ス か らの学 生 を合 計 して も延 べ20名,異 な り
で11名 が参 加 した に す ぎ な い。 ま た,指 導 回 数 も計10回 の み で あ った 。
本 論 で分 析 の対 象 とす る指 導 法 は こ の10回 分 で あ り,量 的 に は 限 りの あ
る も の で は あ るが,指 導 結 果 に は示 唆 的 な部 分 が少 な くな い。 管 見 の及 ぶ
か ぎ り,外 国語 と して の 日本 語 の 発音 指 導 にベ ル ボ ・ トナル 法 の 「身 体 リ
ズム 運動 」 を応 用 した実 践 例 が 公 表 され た こ とは な い よ うで あ る6)の で本
論 の 分析 結 果 は あ る租 度 資 料 的 な価 値 を有 す る も の か と、思 う。 以 下,指 導
の内 容 とそ の分 析 に つ い て詳 述 す る。
2・ 指 導 の対 象 者 と指 導技 術
今 回 の指 導 の対 象 とな った 学 生 は11名 で あ った が,1名 の オ ー ス トラ リ
ア人 男 性 を除 け ぱ,残 りはす べ て 韓 国 語 ・中国 語 を母 国 語 とす る者 で あ っ
た。 韓 国 語 話 者 は6名(男 性4名 ・女 性2名),中 国 語 話 者 は4名 で,う ち
台 湾 出 身 者 は2名(と もに女 性),香 港 出 身者1名(男 性),上 海 出 身者1名
(男性 〉で あ った 。 これ ら の学 生 は,み な初 級段 階 で組 織 的 な 発 音教 育 を受
け ない ま ま専 修 課 程 の上 級 ヘ プ レイ ス され た た め,個 別 の 単音 の発 音 は も
とよ り音 調 上 で の発 音 矯 正 の必 要 な者 ぱ か りで あ る。1阿 の指 導 には2名
の学 生 を単 位 と し,復 習 した い と思 う者 は 次 の回 へ の参加 を促 した 。2回
以 上 の参 加 ば 強 制 しな か った が,5名 が2回,2名 が3回 自主 的 に 参 加 し
た 、2回 以 上 の参 加 者 は,自 身 も それ だ け練 習 の成 果 が あ が っ た ほ か,初
回 の参 加 者 に とって もよ い模 範 とな っ た.指 導 時 間 は,1回 にっ き20分 ほ
どで あ るが,2回 以 上 の参 加 者 に は5分 億 どの時 問 を別 に割 いて 復 習 した。
さて,指 導 の技 術 で あ るが,文 献 や 「身体 リズム運 動 」 の研 究会 で の討
論 か ら,次 の よ うな 手 順 の 方 法 を考案 して み た 。
1)教 師 が 「身 体 リズ ム運 動 」(以 下,単 に 「運 動 」 と略 す)の モ デル を
示 し,そ の あ とで学 生 に繰 り返 し 「運 動 」 を行 わ せ る。 この段 階 で は
6)聴 覚障害者 に対す る母国語 として の 日本語発音指導 の実践例 について は,発















発 音 は させ ず に,動 きに慣 れ させ る こ とを 主 眼 と して練 習 す る。
2)「 運 動 」 が ス ム ー ズ に な っ て き た と ころ で,教 師 が 「運 動 」 と発 音
を同 時 に示 して み せ,聴 覚 印象 と視 覚 印 象 の一 致 を はか る。
3〉 学 生 に発 音 と 「運動 」 を同 時 にや らせ て観 察 す る。「運 動 」の しか た
に つ い て コ メ ン トを与 え,発 音 と 「運 動 」 の内 的 関 連 を意 識 させ る。
4)実 際 の 「運 動 」 は させ ず,「 運 動 」 のイ メー ジ だ けで発 音 させ る。イ
メ ー ジ が と らえや す い よ うに 「運 動Jを 図 示71し て もよ い。
指 導 法 の 中心 とな る,こ の 「運 動 」 は 筆者 が 実験 的 に 開発 した もの で,
基 本 的 には く図1〉 の よ うな一 連 の動 作 か らな る もの で あ る。
こ の連 続 動 作 は,中 高 のア クセ ン トを持 つ語 句 の音 調 の動 き,つ ま り音
の生成 にお け るr緊 張 と弛 緩8)」 の交 替 を具 現 化 し た も の で あ る。 〈図1〉
の動 作 ① は,ア クセ ン トが 低 か ら高 へ 上 が る 二 との 身 体 的 表 現 で あ る。
ア ク セ ン トが上 が っ た と二 ろ か ら は,そ の ピ ッチ の高 さ を必 要 な 時 問 の長
さ分 だ け持 続 させ な けれ ば な らな い。 高 い ピ ッチ を持 続 させ る と い うこ と
7〉 「労働条件」「あ りが とうございます」についての図示 は一それ ぞれ次 のよ う
な ものであ る。
ロ ドー ジ ョ ン ア リ トーゴザイ マス
8)こ の概念 については,く 参考文献>の ロベル ジュ編(1979)第H部 参照。
一51一
は,一 定 の緊 張 を持 続 させ る とい う こ とで あ る。 動 作 ② は,こ の 緊張 の
持 続 感 を,あ げ た手 を前 方 に押 し出 して い く とい う形 で実 現 した もの で あ
る。 そ の際,高 さの 緊 張感 が身 体 知 覚 と して と らえや す い よ うに,ア ク セ
ン トが 上 が 堕き る瞬 間 か ら手 首 を起 こ させ るよ うに す る。 こ の動 作 は・ 全
体 と して は手 の平 で重 い物 体 を押 す よ うに して腕 を伸 ば して い く とき の よ
うな動 き と して知 覚 され る。 この た め,平 板 で ま っす ぐな ピ ッチ の特 徴 を
示 して そ の生 成 を促 す と と もに,強 弱 ア ク セ ン トや 声 調 ア ク セ ン トに見 ら
れ るよ うな,音 の瞬 間的 で激 しい強 弱 ・高 低 の変 化 の生 成 を抑 制 す る効 果
が期 待 で き る。 続 い て,動 作 ③ で は,ア ク セ ン トの 「滝 」 か ら低 い ピ ッ
チ ヘ の移 行 が 示 され て い る。 こ こで は,手 首 のカ を抜 い て 指 先 を下 に向
け,伸 ば しつ づ け て い た腕 の力 を抜 き な が ら手 を下 に さげ て くこ と で,平
板 の部 分 の高 さ の緊 張 を徐 々 に 除 いて い くよ うな動 き が 工 夫 され て い る。
「滝 」 の と ころ か ら急 速 に脱 力 して 手 を 下降 させ ず漸 進 的 な 動 きに した の
は,下 降 の瞬 間 に強 弱 ア ク セ ン ト的 な強 い ス トレ スが か か る こ と を防 ぐた
め で あ る。
こ の 「運 動 」 に よ って,例 え ば 「労働 条 件 」 とい う語 句 の 中高 の ア ク セ













まず,構 えた 手 を上 げ て い き なが ら[ロ ー]を 発音 す る.(動 作 ①)次 に,
手 首 を ゆ っ く り と起 こ しな が ら[ド 」を発音 し,手 を前 方 へ伸 ば しな が ら続
く長 音 と[ジ ョ]を 発 音 す る。(動作 ② 〉【ジ ョ]の 母 音 の後 半 部 あ た りか ら指
先 を下 に向 け は じめ,続 く長 音 を発音 しな が ら手 を下 げ て い く。 手 が 下 が
りき らな い うち に[ケ ン1を 発 音 しお え る よ うにす る。(動 作 ③)
平 板 ア ク セ ン トを持 つ,「 労働 」の よ うな場 合 は 〈図1>の 動 作 ② ま で
の部 分 が,そ して頭 高 ア ク セ ン トを持 つ,「 生 命」 の よ うな語 句 の場 合 は
動 作 ③ の部 分 が,そ れ ぞ れ応 用 で き る。 た だ し,頭 高 ア ク セ ン トの場 合
は・ 手 を水 平 に して 少 し高 目 の位 置 か ら下 降 させ る動 作 にす る。 これ は・
第2拍 目 か ら低 ピ ッチ が持 続 し,再 び ピ ッチ が上 が る こ とが な い こ とを習
得 させ る の に効 果 的 で あ る と考 え るた め で あ る。 ま た,頭 高 ア ク セ ン トの
語 句 の低 ピッチ 部 分 の音 調 は,同 じ低 さで持 続 す る とい うよ りは次 第 に弱
ま って い く とい うよ うな聴 覚 印象 が あ る た め,中 高 の場 合 と違 い高 低 の ピ
ッチ 変 化 の あ とで 手 首 を起 こ して 押 し出 す よ うな 動 作 を つ け加 え る必 要
は な い と思 わ れ る。 以上 の こ とか ら野 頭 高 ア ク セ ン トの た め の 「運 動 」 は
〈図3〉 の よ うな もの に な る。
文 レベ ル の音 調 の練 習 の た め に は,ア ク セ ン トの ほ か にイ ン トネ ー シ ョ


















の イ ン トネ ー シ ョ ンの み に つ い て実 験 す る に と どめ た。 取 り上 げ た あ い さ
つ 表 現 は,「 お は よ うご ざい ます 」 な どア ク セ ン トが 中高 の もの ば か りで
あ った が,文 末 イ ン トネ ー シ ョンの 下 降 に伴 って音 が弱 ま っ て い く過 程 を
知 覚 させ る た め,く 図1>の 動 作 ② か ら動 作 ③ へ の動 き を漸 進 的 な下 降
運 動 に して み た。 した が って,こ の 「運 動 」 は 〈図4〉 の よ うな もの に な
る。
なお,練 習 に使 用 す る た め準 備 した語 句 ・表 現 は 以下 の とお りで あ る。
平 板 ア ク セ ン トの も の=労 働 ・法 案 ・健 康 ・相 談 ・人 権 ・学 校 ・教 育 ・
協 会
中高 ア ク セ ン トの もの=条 件 ・宣 言 ・労 働 条 件 ・労働 条 件 法案 ・健 康
生 命 ・健 康 相 談 ・人 権 宣 言 ・学 校 教 育 ・学 校 教 育 協 会/お は よ うご
ざい ます ・お め で と うご ざい ます ・お願 い し ます ・あ りが と うご ざ
い ま す ・失 礼 しま す
頭 高 ア ク セ ン トの もの;生 命
これ らの藷 句 ・表 現 に は,長 音 ・促 音 ・機 音 ・重 母 音 な ど,発 音 上 音 素
的 に問 題 とな る要 素 を含 む もグ)を選 ん で あ り,音 調 生 成 と音 素 生 成 の関 係
も観 察 で きる よ うに して あ る。 ま た,一 語 で は 同 じア ク セ ン ト同士 の も の
が,複 合語 にな る とそ れ 全体 で別 の ア ク セ ン トを持 つ よ うに な る とい う現
象 が と らえや す い よ うに,単 語 の 発音 練 習 の あ とで複 合 語 の練 習 に移 る よ
うに した 。 実 際 の指 導 では,学 生 個 々 の持 つ 問題 、尊に合 わ せ て練 習 す べ き
語 句 ・表 現 を選 び,と き に は上 述 の もの以 外 の 語 句 を適 宜使 用 した。
3.指 導 結果 の 分 析
今 回 のr発 音 矯 正 課 外 ク ラス」(全10回)は,そ の指 導 の 実 際 を可能 な か
ぎ り録 音 テー プ に収 録 し,こ の記 録 を聞 きな が ら指 導 結 果 を分 析 した 。分
析 に よ る と,前 節 で 紹 介 した 指 導 技 術 に よ る ア クセ ン ト ・拍 ・イ ン トネ ー
シ ョ ン・単音,そ れ ぞれ の習 得 に関 して,以 下 の よ うな こ とが明 か とな っ た。
(1)ア クセ ン トに関 して
一54一
指 導 実 践 を通 して,「運 動 」が正 し く行 わ れ て い る か ぎ りア ク セ ン トも正
し く生 成 され る こ とが分 か っ た。 た だ し,「 運 動 」 が正 しい とい うこ とは,
単 に動 作 の順 序 が 正 確 で あ る とい う・こ との み に と どま らず,当 該 「運動 」
に具 現 化 され て い る音調 の 緊 張性 が正 し く再 現 され て い る とい う こ とで な
けれ ぱ な らない 。具 体 的 に は,〈 図2>の 動 作 ② で腕 が ま っす ぐ伸 び て い
る こ と,動 作 ③ で 手 首 の脱 力 が ゆ っ く りと行 わ れ る こ とな どで あ る。
た とえ ば,参 加 した学 生 の うちでTWP〕 は,「 労 働 」 の発 音 練 習 の際,
最 初 動 作 ② で腕 が伸 び き らず,「 働 」 の部 分 の発 音 が[ド]に な って し ま う
こ とが観 察 され た、 い っ しょ に練 習 したALは,腕 の伸 ぴ か た が ま っす ぐ
か つ 十 分 に前 方 に向 か う もの だ った の で 卿[ド ー1の 長 音 が 自然 で あ った 。
そ こで,TW1にALの 動 作 を よ く見 て ま ね るよ うに指 導 す る と,長 音 が
きれ い にで るよ うに な っ た。 しか し,二 人 と も動 作 ② か ら動 作 ③ に移
る まで腕 を水 平 に保 て な か った た め,長 音 の後 半 部分 の ピ ッチ が 徐 々 に下
が って い く傾 向 が あ った。 これ は,腕 を伸 ば し き って しま わ な い よ うに指
導 して 矯 正 した 。 「労 働 条 件 』「労 働 条 件 法案 」 の練 習 で は ピ ッチ の 上下 と
「運 動 」 が … 致 す る よ うに な って 自然 な ア ク セ ン トが生 成 で きた。
「運 動 」 が 誤 って 行 わ れ る と
,ア ク セ ン トの生 成 も不 自然 な もの に な る。
た と えば,KR2は,初 めて の 練 習 の と き,動 作 ① で は手 が上 が りき ら
ず,動 作 ② で は腕 が フ ラ フ ラ動 い て しま うた めp「 ロ低 一 中高 ドー低1,す
な わ ち,[ロ]が 低 く,続 く長 音 が 中 く らい の高 さ に な り,[ド ー]が 低 い 状
態 で 上 下 に揺 れ る とい う印象 の発 音 を して い た。 動 作 ① の手 の上 が りか
た が 少 ない 点 を指 摘 す る と,[ロ ー1は 【低 高1と 上 が る が手 が上 を 向 い て腕
が伸 び て い き,[ド ー1が さ らに高 い ピ ッチ に な っ た 窮 あ るい は動 作 ①
の開 始 時 点 の手 の位 置 が高 めに な って,[ロ]と[一]の 間 の高 さの差 が十 分
9)記 録 の便 宜 の た め ・ 参加 学 生 はす べ て記 号 化 して あ る。 記 号 は ・ オ ー ス トラ
リア 出身 者 が 「ALJ,香 港 出 身 者 が 「HK」,以 下 同様 に,中 国 「CH」,台 湾 「TW」,
韓 国rK恥 で あ る 。TW・KRは,参 加 者 が複 数 な の で,参 加 した 順 に番 号 をつ け
て 区別 して い る。TWは1と2,KRは1～6で あ る。
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で な くな った り した 。 この学 盈 の場 合 は,「運 動 」 と音 調 の関 連 が つ か め る
まで8回 ほ ど同 じ動 作 を繰 り返 さな けれ ば な らな か った。
こ の よ うに,「 運 動 」 の 内容 はそ の ま ま音 調 の生 成 に影響 す る の で,「 運
動 」 の 一 っ 一 つ の動 作 は,モ デ ル に忠 実 に 再現 され る必 要 が あ る。 た だ し
し,音 調 上 の 緊張 と身 体 の物 理 的 緊 張 とを 関連 づ け て処 理 す る シ ス テ ム に
は個 人 差 が あ るの で,「 運 動 」 の正 し さは最 終 的 に は 学 生 個 々 の知 覚 に よ
って と らえ られ る しか な い と、思わ れ る。 した が って,教 師 が準 備 した 「運
動 」 も絶 対 化 ・固定 化 す べ き もの で は な い。 次 に,学 生 に よ って 「運 動 」
の 方法 を変 え て工 夫 した ケ ー ス を紹 介 す る。
KR5は,「 労 働 」 の練 習 の とき に,1ド ー]に ポル タ メ ン トが か か るよ う
な感 じで[ロ 低 一 高 ドー 低]と 発 音 して い た。 矯 正 の た め に腕 を前 方 に ま っ
す ぐ伸 ば す よ うに 指 導 した がpど うして も 次 第 に腕 が 下 が っ て しま う傾
向 が 直 らな か っ た。 そ こ で,動 作 ① か ら動 作 ② に移 る とき,腕 の動 き


















〔ドー 〕,・F【ドー ジ ゴ 〕
跡 搾 ②
〈図5>


























(注)〔 ジ ョ〕の部分 は動作 ② のあいだは発音 させ ず,動 作 ③ の開始 と同時 に
発音 させ るほ うが より自然 なアクセ ン トが得 られ る。
した と こ ろ 自然 な平 板 の ピ ッチ の持 続 が 可能 に な った。 ま た,r労 働 条 件 」
の練 習 の とき に,[ジ ョー】の長 音 とア ク セ ン トの 「滝 」 を 同時 に意 識 す る
た め か,[ジ ョー1が 少 し高 く上 が り,[ケ]に ス トレス ァ ク セ ン トを か け な
が ら ピ ッチ を落 とす とい う発 音 を した。〔ジ ョ】で手 首 の力 を抜 くよ うに指
導 した が,か え って 手 の動 き が緊 張 して しまい,音 調 の滑 らか さ が な くな
っ て しま っ た。 そ こで,手 を使 うの をや めて,首 を後 ろ にそ らせ て か ら下
ろす 方 法(く 図6〉 参 照)に 切 り替 え る と,1ジ ョ】か ら上 が りだす とい う傾 向
は な くな った 。 しか し,こ の方 法 では,首 の動 きが 手 の動 き の よ うに 自由
で ない とこ ろか ら,首 を徐 灯 に下 げ て い くと き に[ケ]の あた りで 首 が ガク
リとた れ て しま い,そ の鋭 い動 き につ られ て[ケ]に ス トレス ア ク セ ン トが
か か って しま うた め,そ の 部 分 で の 不 自然 さは そ の ま ま残 って しま っ た。
こ の学 生 には,二 回 目の参 加 の と きは く図2〉 の 「運 動 」 に切 り替 え た
が,「 労 働 条 件 」 は[ロ 低 一 ド高 一低 ジ ョ高 一 ケ ン低]と な り,[ジ ョー1で は
上 が るが,[ケ]に ス トレ スの か か る傾 向 は な くな っ た。 そ こ で,[ド ー]を
同 じ高 さに保 つ よ う腕 の動 き に注 意 させ る と,腕 を伸 ば しす ぎて[ド ー]が
不 必 要 に伸 び て ピ ッチ が 上 が っ て い き,上 が 夢き った とこ ろ で[ジ ョ}を
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出 して 降 りる とい う発 音 に な った 。 こ の状 態 か らは,腕 を前 方 に押 しつ け
る よ うに指 導 す る と,か ろ う じて 同 じ高 さの ピ ッチ が保 て る よ うに な り,
「労働 条 件 法案 」 の 練 習 で は か な り 自然 な 中高 ア ク セ ン トが 生 成 で き るよ
うに な った。
(2)拍
「運動 」 に よ る発 音 練 習 は
,拍 感 覚 の 習 得,特 に 長音 ・促 音 ・掻 音 な ど
の特 殊 拍 を一 拍 分 の長 さで と らえ る とい うこ とに,か な り効 果 が あ る らし
い こ とが明 か とな った 。 特 に}ア クセ ン トの 高低 が 変 わ る と ころ で の特 殊
拍 の拍 感 覚 習 得 に,そ ¢)効果 が著 しい 。
〈図2〉 の動 作 ① ・動 作 ③ に は,手 の上 下 方 向 の動 きの転 換 が 見 られ
る が,「 労働 条 件」 の よ うに この転 換 点 に 長音 があ る場 合 は,ど の学 生 の
場 合 も,特 に注 意 させ た わ けで もな い の に,自 然 な,す なわ ち十 分 な 長 さ
の 長 音 が生 成 で きた 。 特 に,ピ ッチ が 上 が る とき の長 音 が 相 対 的 によ い 。
これ は,手 の上 下 運動 に よ る肉 体 的 緊 張感 が・ 前 音 節 の母 音 を一 拍 分 伸 ば
す とい う時 間 的 な 緊 張感 と一 致 す るた めで あ る と思 わ れ る。
促 音 ・擬 音 で も,同 様 の こ とが言 え る よ うで あ る。 た と えば,と もに促
音 の生 成 に問 題 の あ ったKR1・KR2の 二 人 は,「 労 働 条 件 法 案 」 の練 習
が す んだ あ とで 「学校 教 育財 団 」 の練 習 を して み た と ころ,[ガ]か ら[コ]
に 移 る一 拍 を,促 音 と して 十 分 な 長 さの もの に生 成 で き た。 同 じ問 題 を持
っTW1・TW2は,「 学 校 教 育 協 会 」を,「 運 動Jの イ メ ー ジ だ け で発 音 さ
せ て み た とこ ろ,や は 勢促 音 が 自然 に 生 成 で きた 。 ま た,[ン1を 直 前 の母
音 と結 合 させ て一 音 節 と して 発 音 して しま うH翼 ・CHの 場 合 も,・「健 康
生 命 」・r健康 相 談 」汀 人 権 宣言 」 の[ケ ン】[ジン]の 撮 音 が一 拍 分 の長 さで
発 音 で きた 。
周 題 箇所 の発 音 が きれ い に で き る よ うに な っ た と ころ で,学 生 個 々 に そ
の 部 分 の音 の長 さ を意 識 させ て み た と ころ,}一 様 に 「(特殊 拍 が)こ ん な に
長 い もの だ とは思 って い な か った」 とい う感 想 を述 べ た。 通 常,か れ らに
特 殊 拍 の時 間 的持 続 が 十 分 で な い ご と を指 摘 す る と,「 私 は ち ゃ'んと一 拍
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分 出 して い ます 。 これ以 上 ど うや って や るん で す か ～」 と反 論 され る の だ
が・ こ の こ とは,か れ らが分 析 的 に理 解 して い る一 拍 の長 さ が 日本 人 の拍
感 覚 と一 致 しな い こ とを表 して い る。 「運 動 」 に よ る発 音 矯 正 は,こ の理
性 的 理 解 を 身 体 的 感 覚 の習 得 で 置 き換 え る 作 業 で あ っ た と 言 え る で あ ろ
う。
拍 感 覚 の習 得 に関 して,な お問 題 と して残 る の は,ピ ッチ の転 換 点 で な
い部 分 で の特 殊 拍 で あ る。 嬢 音 の場 合,上 述 のHK・CHで は,「 人 権 宣
言 」 の[ケ ン][セ ン],「 健 康 相 談 」 の[ダ ン】が,そ れ ぞれ[en][概n]の よ
うな音 節 と して 発 音 され て い た。 同様 の傾 向 が,「 労働 条 件 法案Jで は,
TW1・TW2・AL・KR1で は[ケ ン1に つ い て,TW1・TW2・KR1で は
[ア ン]に つ い て見 られ た・ どれ も・高 い ピ ッチ の とこ ろで は 手 をゆ っ く り
押 し出 し・ 低 い ピ ッチ の と こ ろで は 徐 々 にカ を抜 い て い く動 作 に合 わ せ て
発 音 させ る とで き るの だ が,動 作 を速 く した り 「運 動 」 の イ メ ー ジ だ け で
発 音 させ た りして み る と,う ま くい か な い こ とが まま あ った。[ン1は 異 音
の 多 い 音 素 で あ るが・ どの 異音 の場 合 も一 拍分 の 長 さを持 続 させ て生 成 す
る とい う練 習 を,単 音 練 習 と して考 案 す る必 要 が あ る よ うで あ る。
長音 の場 合 は,動 作 ② の部 分 で直 前 の拍 の子 音 の発 音 か ら影 響 を受 け
る こ とが あ った 。 そ れ は,HKの 「健 康 生 命 」 の練 習 の と きで,[コ ー]の
長 音部 が 短 す ぎた の で,手 の押 し出 し を 強 調 して 指 導 した と ころ,[コ]
のIk】 が有 気 音 に な って しまい,そ の破 裂 と 帯 気 の瞬 間的 な強 度 の た め
に[一1ま で発 音 の エ ネル ギ ー が持 続 しな い とい う現 象 で あ った。TW1の
「労 働 」 の練 習 の際 も,[ド 】の[dlが 有 気 音 に な っ て しま っ た た め,同 様
に 長 音 が仲 び き らな い こ とが あ った。 どち ら も,動 作 ② に入 る とき に手
を強 く押 し出 さな い よ うに指 導 して矯 正 した が,HKの 場合 は[k】 の有 気
性 が 強 く動 作 の加 減 だ け で は効 果 的 で な い こ とが分 か った。 そ の で,RK
には[ヶ ン コ ー]を[keりgo=]の よ うに発 音 させ101,[ηgo]の 緊 張 の少 な い音
10)'VT法 では,r変 形発音(nuancedp沁nunciation)」 と呼ばれているテクニ ッ
クである。 これ につ いては,<参 考文献>の ロペ ルジ ュ編(1979)pp.135-136参 照。
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色 を意 識 させ,そ の 弛 緩 した感 じで[kα]を 発 音 す る よ うに指 示 した とこ
ろ,か な り自然 な[コ ー]の 発 音 が で き た。 以 後 は,[k】 が弱 い有 気 音 に な
って いて も・ 長音 は十 分 畏 く生 成 で き る よ うに な っ た。 特 殊 拍 の拍 感 覚 習
得 に は,音 環 境 に も注 意 を払 っ た練 習 が必 要 で あ る こ とを知 らされ た。
(4)イ ン トネ ー シ ョン
中 高 の ア クセ ン トを持 つ あい さつ の 表現 の イ ン トネー シ ョン生 成 練 習
は,今 回 の10回 の指 導 中4回 実践 した に 過 ぎ な い が,い ず れ も よ い成 果
を修 め た と言 っ て よ い だ ろ う。 特 に,ア ク セ ン トの 「滝 」 以 降 は呼 気 のカ
を徐 々 に弱 め て,さ さや くよ うに発 音 す る よ う指 導 した こ とが 自然 な音 調
生 成 に貢 献 した と思 わ れ る。 「お は よ う!お め で と う ご ざい ます 」 や 「お
伺 い/お 願 い しま す」 の よ うに 「滝 」が文 末 直 前 に来 て い る場 合 も,前 者
は[ゴ1,後 者 は[シ]の 発 音 の 直後 か ら,ピ ッチ は高 い ま まで 呼 気 のカ を
弱 め て い くよ うに指 導 して成 功 して い る。 ま た,「 あ りが と うご ざい ま す」
「失 礼 い た し ま した」 の二 つ は,中 高 で は な く,そ れ ぞ れ 「勢が と う … 」
「つ れ い ...」 とい う頭高 ア クセ ン トで練 習 し,「 あ」 や 「し」 を軽 く添 え
る とい う方 法 で効 果 的 に指 導 で きる こ とが分 か っ た。
な お,イ ン トネ ー シ ョ ンが 自然 に生 成 さ れ た あ い さつ表 現 で は・ 単 音 の
発 音 の誤 りが ほ とん ど気 に な らな い とい うこ と も再 確 認 で き た。KR2の
あ い さつ練 習 で は,「 お は よ うご ざい ま す 」 が[オ ア ヨー ゴ ジ ャイ マ ス]に,
「失 礼 い た し ます 」 が 【シチ ュ レイ ー ・]に ・ それ ぞれ 発 音 され て い る こ と
が記 録 か ら分 か る が,発 話 の速 度 を速 め に し,自 然 なイ ン トネー シ ョン が
生 成 され て い る か ぎ りは,正 しい発 音 の よ うに聞 こ え てい た。
(5〉 単 音
今 回 の指 導 で は,単 音 の矯 正 は 中心 に しな か っ た が・ 参 加 学 生 の希 望 で
指 導 した もの が あ る の で,そ れ につ い て解 説 す る。
KR5・KR6の 二 名 は,[ザ ・ズ ・ゼ ・ゾ]の 発 音 に 自信 がな い ので 指 導
して ほ しい 旨 甲 し出 て き た。 これ は,韓 国 人 学 生 に は ま ま見 られ る発 音 上
の問 題 点 で あ り,筆 者 も 以前 そ の指 導 法 に つ い て 考 え を 示 した こ とが あ
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るm。 そ こで は,韓 国人 学 生 の ザ行 音 の発 音 は,[ズ]よ り[ザ]の ほ うに問
題 が多 い こ と,し た が って,緊 張 の よ り強 い母 音 を持 つ もの の ほ うを先 に
指 導 した ほ うがい い と思 わ れ る こ とな どに っ い て述 べ た。KR5・KR6に
っ い て も げ ・ゼ1は ほ とん ど[ジ ャ ・ジ ェ]に 近 く聞 こ え,[ゾ]は 少 し許 容
で き る度 合 が上 が 凱[ズ1は さ らに許 容 度 が 高 くな る とい う 感 じで あ っ
た。
今 回 の指 導 で は,[ジ ャ][ジ ェ][ジ ョ1[ジ 司 に近 くな る傾 向 を矯 正 す る
た め,舌 が 口蓋 の ほ うへ持 ち上 が って い く緊 張 が起 こ りに く くな る よ うな
「運 動 」 を考 案 して み た。 この 「運 動 」 は,基 本 的 には く図3>の 頭 高 ア
クセ ン ト生 成 の も の と同 じ で あ る が,最 初 は手 をで き るだ け上 へ伸 ばす よ
うに腕 全 体 を緊張 させ,次 に思 い き り脱 力 す る よ うに した と こ ろが 異 な っ
て い るっ
こ の 「運動 」 でKR5に[ザ ー ザ ー]を 発 音 させ て み た と こ ろ,初 回 は脱
力 が十 分 で な く[ジ ャー ザ ー]と い う感 じ の発 音 だ った が,二 回 目以 降 は 日
本 語 と して 自然 な[ザ ー ザ ー]が 得 られ た。 さ ら に,[ザ ー ザ ー ザ ー]を や ら
せ て み た と ころ,最 初 の[ザ ー]が い くぷ ん[ジ ャ ー]に 近 くな る が,腕 が下
に行 くに従 って き れ い な[ザ ー]に な る こ とが観 察 され た。 最 初 の[ザ ー]が
[ジ ャー 】に近 くな る の は,続 く二 つ の[ザ ー】へ の脱 力 を意 識 す るた め,そ
の分 だ け最 初 の緊 張 が高 ま って しま うも の と思 わ れ る。続 い て ・[カザ][カ
ズ][カ ゼ1の 三 つ を同 じ 頭 高 ア ク セ ン トの 「運 動 」 で や らせ て み る と,脱
力 の感 覚 が す で に と らえ られ て いて・ 自然 なザ行 音 が発音 で き た。
KR6の 場 合 も,頭 高 の[ザ ー ザー][ズ ー ズ ー1の 練 習 にお い て二 回 目 か
ら脱 力 が十 分 行 わ れ,自 然 な発 音 に な っ た。続 く[ゼ ー ゼ ー]で は始 めか ら
き れ い な発 音 が で き た。 ま た,[ザ ー ザ ー}と[ゼ ー ゼ ー]を ポ ー ズ を置 か ず
に一 つ の 「運 動 」 で発 音 させ て み た とこ ろ,始 め の[ザ ー】だ け がい くぶ ん
[ジ ャー]に 近 くな る の が観 察 され た。 これ は,KR5の[ザ ー ザ ー ザ ー]に
11)く 参 考 文 献 〉 の 川 口(1984)p,42参 照 。
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見 られ た の と同 じ現 象 が二 つ の単 語 の間 に起 こ っ た こ とを示 して い る。
以 上,ジ ャ行 音 に な りや す い韓 国人 学 生 の ザ行 音 が,腕 の脱 力 を そ の 内
容 とす る[運 動]に よ って相 当程 度,し か も短 時 間 の指 導 で矯 正 可 能 で あ る
こ とが明 らか に な っ た。 た だ し,目下 降運 動 の弛 緩 に よ っ て得 た ザ行 音 の生
成 感 覚 が,あ ら ゆ る 音環 境 で 保 た れ る か とい う点 につ い て は,も う少 し
検 討 の余 地 が あ る。 た と えぱ,KR5で は,頭 高 の下 降 パ ター ンで 練 習 し
た[カ ゼ]を 「風/風 邪 」 と考 え,平 板 の ア ク セ ン トに して 発 音 させ る と,
[ゼ]の 部 分 が不 安 定 に な る。 ま た,KR6で は,[ザ]1ゼ]と も きれ い な発 音
に な っ て き た と 二ろ で,平 板 の 「座 禅 」 をや らせ て み る と,[ザ]は よい が
[ゼ]は[ジ ェ]に 近 くな っ て しま う,こ れ は,ピ ッチ の上 昇 とい う緊 張 感 が
単 音 の発 音 に影 響 す る好 例 で あ ろ う。 単 音 の生 成 と音 調 の生 成 が影 響 しあ
う環 境 に 関す る発 音 練 習 ・矯 正 は,今 後 の研 究 課 題 とな る で あ ろ う。
4,ま と め
以上が1986年 度の 「発音矯正課外指導クラス」の実践報告 およぴ その
内容分析である、第1節 に述ぺたように,今 回の課外指導は,ベ ルボ ・ト
ナル法の日本語教育への応用実験クラスでもあった。筆者がベルボ ・トナ
ル法に開心を持つのは,それが,単音から音調に至る音声の生成習得全体に
対 し統一 した指導技術を研究する うえで,現 在のところもっとも有効な理
論であると判断するためである。筆者の教授経験を含めて・従来の音声指
導では,ミ ニマル ・ペア練習に見 られるよ うに,音 韻論的な示差的特徴を
認識 させる形態の指導法が中心になっていたと言える。 しかし,音 韻論的
記述に依存する方法では,音 調 レベルの日本語の特徴のかな りの部分,単
音間 ・単音 と音調間の環境差による発音の難易などが指導の対象にならな
いままになってしまう可能性が大きい。また,最 小単位での示差的特徴の
習得には一定の効果を持・うが,「 全体 として日本語 らしい」音声特徴の習
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る。 これ にっいで は,く参考文献 〉の矢代 ・谷 口(1987)参 照。
一一63一
